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「

　
支
那
の
東
南
海
岸
は
一
般
に
沈
降
性
の
特
色
を
有
し
、
リ
ヤ
ス

式
溝
入
多
く
良
錨
地
に
恵
ま
れ
て
み
る
。
し
か
も
南
支
那
海
印
度

洋
を
通
じ
て
南
蟹
ア
ラ
ビ
ヤ
諸
國
と
最
も
近
い
距
離
に
あ
る
爲
、

飢
に
唐
宋
以
來
海
外
貿
易
が
盛
に
行
は
れ
て
來
た
。
そ
の
港
に
は

先
づ
三
州
次
に
泉
州
が
有
名
で
あ
る
。
泉
州
に
居
密
し
た
ア
ラ
ビ

ヤ
商
人
の
子
孫
と
思
は
れ
る
蒲
上
下
は
宋
末
元
初
に
當
り
て
大
に

活
躍
し
、
途
に
編
建
市
舶
提
學
岡
に
任
ぜ
ら
れ
、
子
孫
長
く
泉
州

の
貿
易
に
絶
大
の
勢
力
を
振
っ
て
、
そ
の
極
盛
期
を
現
じ
、
マ
ル

コ
ポ
ー
ロ
や
イ
ブ
ン
バ
ツ
ー
ダ
等
の
族
行
者
を
し
て
、
世
界
最
大

の
港
と
驚
歎
せ
し
め
、
ヅ
イ
ト
ン
の
名
鰍
洲
に
喧
傳
さ
る
・
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
た
事
は
故
桑
原
博
士
の
名
著
に
詳
述
さ
る
・
所
で
あ
る
、

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
朝
、
明
の
太
組
に
よ
る
漢
族
の
三
二
革
命

　
　
　
　
　
醐
州
の
琉
球
舘

成
功
す
る
や
、
元
朝
と
異
な
り
、
異
民
族
排
外
主
義
を
と
っ
て
、

外
國
貿
易
の
如
き
も
私
に
諸
藩
と
互
市
す
る
事
を
禁
じ
、
海
外
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

國
は
詐
多
し
と
云
っ
て
、
そ
の
馬
装
を
絶
た
ん
と
し
た
穫
で
あ
る
。

殊
に
前
朝
に
忠
勤
を
紬
で
た
泉
州
の
滞
姓
の
子
弟
に
は
仕
官
す
る

事
が
禁
ぜ
ら
れ
た
の
で
泉
州
の
繁
榮
は
次
第
に
衰
へ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

　
し
か
し
四
園
の
夷
秋
を
し
て
中
國
を
奉
ぜ
し
め
ん
と
す
る
は
漢

族
の
傳
統
的
封
外
策
で
あ
る
が
、
明
朝
も
、
こ
の
例
に
洩
れ
す
、

歯
の
蚕
繭
、
逞
羅
、
東
の
琉
球
、
高
麗
夏
に
我
國
等
に
入
貢
を
鋤

毒
し
た
。

　
琉
球
は
時
あ
だ
か
も
三
山
鼎
立
の
頃
で
時
世
を
見
る
に
敏
で
あ

っ
た
中
山
王
察
度
先
づ
太
組
の
典
範
に
慮
じ
、
明
の
洪
武
五
年
（
西

紀
一
三
七
二
年
、
以
下
括
弧
内
は
西
紀
に
よ
る
）
逆
巻
期
を
遣
し

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
」
八
七

（IS7）



　
　
　
　
　
爾
州
の
琉
球
館

臣
と
辮
し
て
方
物
を
貢
し
た
。
こ
れ
琉
球
が
支
那
に
通
す
る
の
濫

筋
で
あ
る
。

　
明
は
琉
球
の
入
貢
に
便
ぜ
ん
が
爲
、
洪
武
永
寧
問
二
次
に
亙
っ

て
閲
人
者
一
八
姓
合
計
三
六
姓
を
琉
球
に
途
つ
た
。
明
史
に
よ
れ

ば
彼
等
は
舟
大
工
で
あ
り
、
又
良
く
舟
を
操
る
者
達
で
あ
っ
た
。

そ
の
出
身
は
編
事
実
ロ
の
入
が
大
部
分
で
、
こ
の
中
に
は
老
い
て

後
國
に
餅
つ
た
者
も
あ
っ
た
ら
う
が
、
そ
の
他
は
琉
球
の
久
米
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
定
着
し
、
長
く
、
琉
球
と
支
那
と
を
結
ぶ
級
帯
と
な
っ
た
。

　
明
は
初
め
市
舶
司
を
太
零
丁
渡
に
設
け
た
が
京
師
に
近
い
キ
ニ
云

ふ
の
で
之
を
汲
め
、
編
建
（
泉
州
）
漸
江
（
寧
波
）
廣
東
（
贋
州
）
に
置

い
た
。
洪
武
七
年
に
は
、
こ
の
三
市
舶
司
を
も
慶
め
た
が
永
三
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

年
再
置
し
た
。
「
天
下
郡
國
利
病
書
」
編
戸
の
條
に
よ
れ
ば
、
明
初

立
希
舶
司
。
七
年
伽
復
乏
。
駕
琉
球
入
重
。
其
國
輿
泉
之
彰
湖

山
一
直
。
而
…
受
三
建
仁
比
扁
。
…
…
…
後
番
舶
入
貢
多
抵
㎝
縞
州
河
口
一
。

駐
輪
朝
…
陽
岡
涌
儲
畢
一
二
十
六
姓
甘
…
ハ
先
皆
河
口
入
一
也
。
故
就
轟
乎
〃
比
網
。
と
あ

る
。
郎
ち
一
度
慶
し
た
泉
州
布
舶
司
を
再
置
し
た
の
は
琉
球
の
入

貢
の
爲
で
、
そ
の
國
は
泉
州
港
外
彰
湖
島
か
ら
直
航
さ
れ
る
と
云

ふ
の
で
あ
る
。
嚴
密
に
は
琉
球
の
港
那
覇
は
泉
州
よ
り
約
一
度
緯

　
　
　
　
　
　
第
二
十
ご
馨
　
第
一
號
　
　
．
一
入
八

度
が
高
い
の
で
そ
の
航
路
は
二
心
に
進
む
事
は
で
き
ぬ
。
幅
建
市

舶
司
が
泉
州
に
置
か
れ
た
の
は
勿
論
宋
元
以
來
の
傳
統
に
從
つ
た

ま
で
』
あ
ら
う
。
か
く
て
琉
球
の
貢
船
は
初
め
泉
州
に
入
港
し
た

が
後
次
第
に
騙
州
河
口
に
行
く
様
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
琉
球
人
入

明
の
水
先
案
内
で
あ
り
通
気
で
あ
る
悶
人
三
十
六
姓
が
編
州
河
口

の
産
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
彼
等
は
、
入
貢
の
序
を
以
て
、
故
郷
の

一
族
故
知
を
尋
ぬ
べ
く
、
鍬
初
は
泉
州
よ
り
右
回
に
廻
航
し
て
み

た
で
あ
ら
う
が
、
前
蓮
の
如
く
泉
州
は
そ
の
貿
易
港
と
し
て
の
繁

榮
が
衰
へ
つ
Σ
あ
り
、
叉
編
州
は
那
覇
と
同
緯
度
で
丁
度
眞
酉
に

當
り
泉
州
よ
り
も
近
い
の
で
労
、
後
に
は
泉
州
に
寄
港
す
る
事
な

く
編
州
に
直
航
す
る
様
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

二

　
か
く
て
成
化
五
年
（
一
四
六
九
年
）
旙
建
画
革
提
慕
司
は
泉
州
よ

り
薦
州
に
移
さ
る
エ
事
と
な
っ
た
。
そ
し
て
市
愚
頑
芽
接
を
栢
衙

に
、
市
墨
画
慕
司
を
瀞
橋
に
、
進
貢
廠
男
工
騨
を
河
口
に
設
け
ら

　
⑤

れ
た
。

　
旙
州
の
豊
原
は
遠
く
漢
代
に
遡
る
も
、
晋
代
に
郡
城
を
築
き
、

壁
代
に
羅
城
を
設
け
、
梁
代
に
南
北
爽
城
、
選
評
に
東
南
爽
城
を

（　1？，S　〉
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塘
置
し
た
。
そ
の
後
一
時
衰
へ
た
が
明
の
洪
武
四
年
に
謡
初
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

模
に
蹄
り
、
福
建
省
城
と
し
て
繁
榮
に
赴
い
た
。
市
舶
太
監
府
、

市
舶
提
畢
司
は
共
に
城
内
の
栢
霧
溝
橋
に
置
か
れ
た
が
進
貢
廠
柔

遽
騨
は
城
の
東
南
水
部
門
外
目
ロ
の
地
に
設
け
ら
れ
た
。
之
は
外

夷
を
し
て
省
城
を
詳
し
め
る
を
好
ま
す
．
百
來
諸
藩
貢
使
の
館
舎
は

必
ず
城
外
に
置
く
慣
し
で
あ
る
の
と
、
河
口
の
地
は
憂
人
三
十
六

姓
の
郷
土
で
あ
り
、
且
叉
閥
江
よ
り
城
内
に
通
す
る
舟
蓮
の
要
衝

に
當
っ
て
み
る
等
の
事
が
考
慮
さ
れ
た
結
果
で
あ
．
ら
う
。
進
貢
廠

及
柔
蓮
騨
の
規
模
は
三
二
の
頃
市
舶
提
爆
司
の
任
に
あ
っ
た
高
岐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
騙
建
市
舶
提
暴
司
志
に
詳
か
で
あ
る
。
今
、
そ
の
挿
圖
と
建
築

物
の
口
録
と
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
溌
貢
廠
臣
一
一

　
　
錫
赤
恥
三
概
　
會
盤
方
物
予
此
Q
承
思
堂
三
間
。

察
院
　
三
司
會
宴
子
此
。

騎
房
一
所
。

碑
亭
一
座
。

蓮
府
提
暴
瑚
會
宴
堂
三
間
。

夏
褄
一
問
。

輝
内
香
料
庫
三
問
。

　
　
　
　
第
二
十
二
巷

　
控
海
櫻
一
座
三
聞
Q

　
爾
公
橋
一
座
。

　
憐
門
三
間
Q

　
待
爽
便
宴
堂
’
三
間
。

　
守
旧
房
五
問
。

　
椒
七
子
一
間
。

第
一
號
　
　
一
八
九

（189）
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第
二
十
二
巻
　
第
…
號
　
　
｝
九
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蘇
木
摩
三
問
。
　
　
　
　
　
　
　
日
揮
庫
一
問
共
重
量
。

　
棟
混
混
錆
硫
後
雨
廊
房
共
一
葦
間
。

　
醸
亭
一
座
三
問
◎
　
　
　
　
　
　
庫
門
三
問
。

　
外
参
謁
一
座
。
　
　
　
　
　
　
　
戴
門
一
座
Q

　
大
門
一
座
。
　
　
　
　
　
　
　
　
凹
外
坊
牌
一
座

　
各
小
角
門
三
座
。

柔
遠
　
騨

　
晶
樹
瞳
磐
二
…
同
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
剛
補
剛
臥
房
蕪
ハ
山
ハ
悶
O

　
後
磨
声
問
O
　
　
　
　
　
　
　
朋
輩
夷
稗
臥
房
共
二
十
七
問
。

武
凹
U
避
問
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
．
邊
爽
穂
臥
房
聾
ハ
志
ハ
…
悶
O

　
守
弛
千
戸
房
雨
擾
共
一
州
。

　
軍
士
房
二
間
◇
　
　
　
　
　
　
　
大
門
一
問
Q

天
妃
宮
｝
所

　
（
細
目
略
）

　
以
上
の
如
く
数
多
の
堂
屋
三
差
と
し
て
相
子
な
り
、
規
模
叉
見

る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
進
貢
廠
に
は
進
貢
の
方
物
を
一
時
貯
回
す

る
諸
種
の
倉
庫
が
多
く
冬
晶
目
別
棟
と
な
っ
て
み
る
。
柔
遠
騨
は

貢
使
一
行
の
宿
泊
滞
在
の
館
町
で
あ
る
。
叉
航
海
の
安
全
を
所
願

す
る
天
一
宮
が
域
内
に
設
け
ら
れ
て
あ
る
◎

〈1臼。＞



　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
明
溝
三
三
の
旧
観
の
間
、
琉
球
は
大
に
困
惑
し
た
。
當
時
琉
球

統
治
の
實
模
を
握
っ
て
み
た
島
津
藩
と
て
も
、
貿
易
の
匿
的
は
そ

の
利
潤
に
あ
っ
て
、
支
那
と
事
を
構
ふ
る
を
欲
し
な
か
っ
た
の
で

清
朝
と
な
る
や
、
琉
球
は
そ
の
三
三
を
受
け
て
大
陸
と
の
三
三
を

持
回
す
る
に
務
め
た
。
　
嚇
日
清
廷
で
は
琉
球
の
入
貢
を
款
喫
し
、

貢
使
の
三
舎
と
し
て
は
明
代
の
一
一
騨
を
そ
の
儘
充
等
し
た
。

爾
都
爾
」
ほ
一
理
河
幅
・
琉
球
入
貢
駐
曲
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

有
三
遠
騨
。
と
見
え
て
み
る
が
、
「
編
州
府
志
」
に
は
柔
遠
騨
在
鴇

水
部
門
外
一
。
…
…
…
以
爲
琉
球
諸
藩
國
使
臣
館
寓
之
暫
。
國
朝
慨

嘆
。
と
あ
る
の
み
で
、
進
貢
廠
の
記
事
は
な
い
。
惟
ふ
に
明
初
の

完
備
せ
る
設
備
は
そ
の
後
漸
次
衰
頽
し
、
清
聴
に
は
柔
遠
騨
の
み

が
保
存
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
幕
末
薩
藩
の
賢

主
島
津
三
半
公
は
編
州
の
柔
遠
騨
を
獲
慨
し
て
封
支
貿
易
の
画
展

　
　
⑨

を
企
即
し
た
と
云
は
れ
ろ
。
か
、
長
年
柔
遠
騨
を
猫
占
利
用
し
つ
、

あ
る
間
に
琉
球
は
不
知
不
識
、
そ
れ
を
我
物
顔
に
す
る
様
に
な
っ

た
ら
し
く
、
叉
清
國
政
府
も
敢
τ
之
を
異
と
し
な
か
っ
た
様
で
あ

る
の

繭
躍
の
琉
球
館

　
明
治
十
二
年
琉
球
藩
を
慶
し
て
沖
縄
縣
を
置
く
こ
と
・
な
り
、

琉
球
と
清
と
の
關
係
は
此
塵
に
断
絶
し
、
琉
球
貢
使
の
爲
に
置
か

れ
て
來
た
柔
蓮
騨
は
そ
の
存
立
の
意
義
を
失
ふ
事
と
な
っ
た
。
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

末
の
撰
に
係
る
「
閲
縣
郷
土
志
」
に
よ
れ
ば
、
柔
遠
騨
師
琉
球
會
館
。

在
一
天
保
三
三
三
一
。
前
回
昌
三
家
排
。
旧
姓
四
戸
三
三
丁
木
三
三
各

…
戸
代
篇
惨
球
商
之
貸
…
。
と
あ
る
。
部
ち
公
衡
で
あ
っ
た
三
遠
騨

は
最
早
、
編
州
紅
灯
琉
球
λ
の
倶
樂
部
と
も
云
ふ
べ
き
琉
球
會
館

の
名
で
呼
ば
れ
、
そ
の
前
に
あ
る
十
軒
長
家
（
三
遠
騨
の
臥
房
な

ら
ん
）
に
は
支
那
商
人
が
住
ん
で
琉
球
商
品
を
回
る
有
様
で
あ
っ

た
。
今
で
は
僅
か
に
只
一
人
置
沖
縄
入
眞
榮
李
朝
正
氏
が
居
ら
れ

る
ば
か
り
で
、
嘗
て
の
柔
遠
騨
正
戦
を
利
用
し
て
製
茶
三
二
を
螢

ま
れ
、
臥
房
に
は
支
那
人
証
働
者
が
撒
家
族
入
っ
て
み
る
。
し
か

し
正
聴
西
側
の
祠
堂
に
は
，
こ
の
異
域
に
眠
っ
た
五
百
鯨
の
琉
球

入
の
位
牌
が
祀
ら
れ
、
正
野
前
庭
の
楠
の
大
木
と
共
に
、
あ
り
し

日
の
柔
遠
野
を
物
語
る
。
筆
者
が
訪
れ
た
の
は
昭
和
＋
一
年
八
月

三
十
日
丁
度
陰
麿
の
霊
笹
野
に
當
っ
て
み
た
の
で
、
只
一
入
の
同

胞
に
よ
っ
て
愁
事
が
と
り
行
は
れ
て
る
た
。
筆
者
も
明
代
の
癒
構

に
係
る
こ
の
祠
堂
に
一
禮
し
た
事
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
節
二
十
二
巻
第
…
號
　
　
一
九
一
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鵬
州
の
畑
野
館

　
木
造
臥
屋
の
一
室
で
残
さ
れ
た
唯
嚇
の
記
録
で
あ
る
過
去
帳
を

見
せ
て
も
ら
ふ
。
之
に
は
氏
名
残
年
は
勿
論
纂
地
の
位
置
ま
で
詳

細
に
記
さ
れ
て
み
る
。
東
京
府
立
高
校
の
．
東
恩
納
寛
惇
氏
は
先
年

之
に
よ
っ
て
、
そ
の
先
禮
の
墳
墓
を
羽
黒
さ
れ
九
さ
う
で
あ
る
。

同
氏
が
そ
の
際
集
計
さ
れ
た
結
果
を
鐸
借
す
れ
ば
墓
所
の
あ
る
も

の
四
百
九
＋
人
、
内
麟
葬
者
＋
六
人
、
墓
所
無
き
も
の
八
十
八

入
、
幅
州
に
て
客
死
せ
る
も
の
・
合
計
五
百
七
十
八
人
で
あ
る
。

南
台
裏
、
程
墓
頭
附
近
の
墓
地
に
立
て
ば
、
支
那
入
の
墓
に
交
っ

て
大
琉
球
賎
人
何
某
の
墓
石
を
有
す
る
も
の
が
無
撒
に
見
出
さ
れ

る
。

　
正
聴
正
門
等
は
最
近
に
修
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
門
に
は

「
海
不
減
磁
」
と
云
ふ
扁
額
が
か
・
け
ら
れ
て
あ
る
。
荒
海
を
渡
っ

て
來
た
貢
使
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
賢
妻
で
あ
ら
う
。

　
門
外
に
途
ら
れ
た
眞
榮
李
氏
は
ク
リ
…
ク
上
に
架
し
た
石
橋
を

目
指
し
て
琉
球
貢
般
が
彼
方
ま
で
入
津
し
た
と
博
へ
ら
る
、
事
を

話
さ
れ
た
。
萬
毒
橋
帥
ち
之
で
あ
っ
て
、
閲
江
本
流
に
か
、
つ
て

み
る
同
名
の
大
橋
と
薩
濡
す
る
場
合
に
は
小
泊
翠
黛
と
呼
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
。
「
重
纂
幅
建
通
志
」
に
よ
れ
ば
萬
毒
弘
布
駄
口
重
港
一
。
古
爲
篇

　
　
　
　
　
　
　
第
こ
十
二
巻
　
第
｝
鞭
　
　
　
…
九
二

河
ロ
渡
一
。
康
熈
七
年
鼓
山
僧
成
源
急
撃
入
樹
心
棄
尚
募
建
。
と

あ
り
清
初
の
創
建
で
あ
る
が
、
「
編
州
府
志
」
巻
九
の
津
梁
の
個
所

と
照
合
す
る
に
前
後
の
順
序
か
ら
云
っ
て
、
府
志
の
爾
公
橋
に
相

可
る
と
思
は
れ
る
。
爾
鞍
橋
は
進
貢
廠
に
あ
り
、
前
掲
挿
岡
に
よ

っ
て
案
ず
る
に
、
そ
の
方
角
は
略
萬
壽
橋
に
一
致
す
る
襟
で
あ

る
。
（
柔
遠
騨
は
南
面
し
て
居
る
の
で
尚
公
橋
は
騨
よ
り
南
方
に

黙
る
。
）
恐
ら
く
は
監
製
橋
が
墜
ち
て
後
暫
く
し
て
、
そ
の
故
蛙
或

は
多
少
移
動
し
た
所
に
新
橋
を
架
し
て
橋
名
を
も
改
め
た
も
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
ロ
ハ
疑
問
と
す
べ
き
は
府
志
は
乾
留
年
間
の
撰
で

あ
る
か
ら
康
煕
に
架
せ
ら
れ
た
萬
壽
橋
に
就
い
て
記
す
べ
き
で
あ

る
が
そ
れ
が
無
く
却
っ
て
禽
孫
橋
を
慕
け
て
る
る
事
で
、
前
代
の

方
志
を
そ
の
儘
踏
襲
し
て
誤
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
尚
公
橋
は
市
舶
提
畢
司
書
引
く
所
の
需
公
橋
記
に
よ
れ
ば
、
橋

以
島
尊
公
H
漁
者
公
所
レ
造
也
…
…
…
（
正
徳
）
五
年
秋
乃
七
二
固
縮
睡
皿
太

監
…
…
…
來
絡
二
閾
箕
面
事
…
。
…
…
…
其
器
皿
甘
藷
夷
之
朝
貢
者
一
以
“

恋
。
…
：
よ
筆
法
轟
開
方
物
干
季
寄
。
前
司
所
“
架
木
橋
常
呂
蓮
海
航

諸
貨
登
摩
者
。
板
弱
縄
朽
遽
虚
威
使
溺
焉
。
公
命
重
日
。
此
非
レ

所
謝
以
柔
昌
遠
入
一
也
。
逡
出
稟
賞
掃
墨
卸
給
石
一
。
公
造
レ
橋
。
愚
心
樹
鵠
坊
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子
東
一
名
貝
懐
遠
騨
。
建
昌
楼
干
西
一
名
日
語
控
海
。
皆
極
堅
固
肚
麗
。

　
郎
ち
正
徳
五
年
（
一
五
一
〇
年
）
に
倫
公
橋
、
懐
遠
坊
、
控
海
櫻

等
が
鮒
設
さ
れ
た
。
爾
公
橋
の
位
置
が
現
萬
諄
橋
の
そ
れ
と
大
差

な
し
と
す
れ
ば
、
附
近
一
帯
が
部
ち
進
貢
廠
の
遺
趾
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
、
一
…
、
一
　
）

　誰
＠＠③＠＠＠＠＠＠GD　＠「

後
記
」

種
々
御
教
示
た
賜
ほ
っ
穴
。
深
く
感
謝
申
上
ぐ
る
次
第
で
あ
ろ
。

　
　
　
編
捌
の
疏
隔
館

桑
原
騰
藏
蒲
審
庚
の
事
蹟
　
昭
利
十
年

矢
獅
仁
｝
　
支
那
近
代
外
國
關
係
研
究
　
二
一
七
頁
以
下
　
昭

和
三
年

島
倉
龍
治
・
眞
擁
名
安
興
　
沖
縄
一
千
年
史
　
八
二
頁
大
正

一
二
年

顧
炎
武
　
天
下
郡
國
利
病
書
　
巻
九
六
　
編
建
六

高
　
　
岐
編
建
市
舶
提
暴
司
志
明
瀦
靖
三
四
年

拙
、
　
稿
瀟
州
の
嚢
途
地
球
二
六
巻
六
號
昭
利
十
一

年王
慮
肉
　
闘
都
詑
巻
…
三
　
明
代
の
撰
　
道
光
＝
年
重
鍋

徐
景
蕪
等
編
輪
州
府
志
巻
一
八
乾
隆
三
三
年

武
藤
長
學
　
薩
藩
の
琉
球
統
治
策
　
歴
史
と
地
理
三
巻
　
大
正

入
年

螂
麗
庚
維
V
編
　
閑
四
縣
器
卿
土
出
心
　
巷
五
》
轟
ハ
　
滞
掴
末
な
†

孫
回
凋
潅
㍗
等
修
　
　
重
儲
繋
｝
漏
紬
建
涌
｝
志
巻
二
九
　
　
津
泌
深
　
同
治
血
ハ
年

　
矢
野
博
士
に
ぼ
御
静
養
申
の
庭
な
押
し
て
御
校
閲
下
さ
れ

r
第
二
十
ご
巻
第
一
階
　
　
一
九
三
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